
 

 

 

 

 

 
 

 

 

                        

 

 

                     

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島西高校２学年通信 

第６号 

2022 年 9 月 1 日（木） 

２年２学期のスタートに当たって       学年主任より 

夏休みが終わり２学期がスタートしました。今学期は行事が目白押しです。

学校全体が動く大きな行事と学年主催の行事が交互に訪れます。総合的な探

究の時間でグループ学習しているＳＤＧｓのプレゼンテーション作品の完

成・提出を皮切りに、9 月 6 日から 7 日に開催される小文化祭でのクラス企

画の計画・立案ならびに発表の練習、10 月 19 日からの修学旅行関係の事前

学習や諸準備、・・・。これまで頑張ってきた学習活動と部活動との両立に加

え、行事との両立を実現しつつ、生活のけじめも意識して活動していく必要

性が求められます。まさに学年のテーマ「つくる」にふさわしい学期の到来

です。限られた時間を上手く使いながら、忙しさのなかで自己の持つ力を積

極的に発揮して、行事のひとつひとつをじっくりと大切に味わいながら、真

剣に取り組んでいってほしいと思います。 

修学旅行については新型コロナウイルス感染症の影響で中止されていましたが、3年ぶりに実施できそうで

期待感が高まっています。“温故知新”「故（ふる）きを温（たず）ねて新しきを知る」をテーマに日常の学

校生活では得ることができない貴重な経験を、古都の歴史・地理・文化・産業・政治経済・自然・・・に触

れ研究することで学び取りましょう。 

既に 6 月から１学期の後半にかけて部活動においては、これまで一緒に頑張ってきた 3 年生との新旧交代

がなされ、2年生が実質的に上級生としての役割を担ってきています。また、時期を同じくして新しい生徒会

役員の選出がなされ、新体制が整っています。それぞれの活動が夏休みを挟んで安定した軌道にのりつつあ

ります。中堅学年としての自覚や使命感をしっかりと持ち、学校生活の全領域において西高の中心となって

積極的で意欲的な行動がとれるようにしていってください。何に対しても“準備が 8 割”と申します。文化

祭も修学旅行も準備を十分に行って取り組んだとき、良い結果を生み新しい“発展の礎”とすることができ

ます。ホームルーム集団としての一体感、充実感、積極的に努力し成し遂げたあとの成就感、仲間との結束

力の素晴らしさを十分に体得してください。 

収穫多き“実りの秋”にするために、どのような小さなことに対しても最大限の努力を心がけ、自己の可

能性にチャレンジする精神を磨いていきましょう。 

 

★小文化祭の準備中です★ 本番間近…がんばろう！ 

     
 

    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                             

■ 9 月の行事予定 ■ 

日 曜 予 定 日 曜 予定 

1 木  16 金  

2 金  17 土 校地内立入禁止 

3 土 文化祭準備 18 日 校地内立入禁止 

4 日 文化祭準備 19 月 敬老の日 校地内立入禁止 

5 月 小文化祭準備、リハーサル 20 火  

6 火 小文化祭、招待公演 21 水 ⑥⑦修学旅行説明会・進路講演会 

7 水 小文化祭、片付け 22 木 創立記念日 

8 木 ①～⑦40 分、LHR 23 金 秋分の日 

9 金  24 土  

10 土  25 日  

11 日  26 月 SC 

12 月 SC 27 火 考査 1 週間前 

13 火  28 水 ⑥⑦修学旅行事前学習 

14 水 ⑥⑦SDGｓ視聴 29 木  

15 木  30 金  

＊SC…スクールカウンセラー来校日   

 

●10 月の主な行事予定  

  11 日（火）衣替え 

        3~10 日、移行期間 

   4 日（火）～ 7 日（金） 中間考査 

  19 日（水）～22 日（土） 修学旅行 

  24 日（月） 代休 

 

 

特集＊修学旅行                                    3 組 渡部先生より 

修学旅行…ワクワクでしょうか？ちょっと心配でしょうか？ 

修学旅行中は学年全体、クラス、グループとそれぞれの場面で、集団の中の一員としての行動が求められます。

事前準備の期間も含めて、クラスや同じグループの人たちとは、よりよい信頼関係をこれまで以上につくること

ができる良い機会です。自身の体調や安全確保に留意しながら、旅行に備えていってください。 

まず奈良を訪れる予定ですが、五感をフルに使って、古都の空気を感じ取ってみてください。特に関西とだけ

あって、福島とは異なる文化が感じとれると思います。街の雰囲気、行き交う地元の人々の言葉や気質など、奈

良、京都、大阪との間でさえも異なるものがあります。（ちなみにどん兵衛のスープの出汁も、東日本の出汁とは

異なります。）そのような場に身をおくことで、自分の視野も広がっていき、新たな自分の一面に気づくきっかけ

になるのではないでしょうか。 

今回訪れる近畿地方の各都市は、古代より日本の政治・経済・文化を育んできたところです。神社仏閣の荘厳

さや美しい庭園に、往時の人々の思いを感じとれると思います。千年以上もの長い間には、幾たびの自然災害や

戦災に遭った国宝や国指定重要文化財もみられます。壊れても、燃えても、受け継がれてきたものを守ろうとし

てきた当時の人々の努力があり、文化財が受け継がれてきました。そして現在でも修復作業、復元作業は続けら

れています。そのような長い間守り続けられてきた神様や仏様に礼拝すると、心が整うような気持にもなります。 

そして参拝する神社仏閣では、神仏への崇敬、建立し守り続けてきた人々へ思いを馳せながら訪れましょう。 

神社の鳥居～拝殿での礼拝マナー 

◎神さまは崇敬される存在であります。 

①鳥居をくぐる前には軽く一礼。 

②参道の中央は神様の通り道なので、左右どちらかの端を歩く。 

③手水（ちょうず）で身を清める。 

（コロナ対策で使用禁止されているかもしれません） 

①拝殿についたら賽銭を入れる 

②鈴を鳴らす 

③二拝・二拍手・一拝 

 

お寺での参拝マナー 

◎仏さまは、生命あるすべてのものを教え導く存在であります。 

①山門に立ったら一度立ち止まり、一礼 

②参道の端を歩く 

③手水で身を清める 

④お線香をあげる 

⑤参拝をする（合掌） 

 

 

 

 


